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(57)【要約】
ネットワークに、ユーザ端末節電モード構成を示すため
の方法、装置およびコンピュータプログラムプロダクト
が提供される。節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させ
るような方法が提供される。このＰＳＭＩは、節電モー
ド構成の指示を含む。当該方法はさらに、接続解除指示
を受信することと、前記接続解除指示および節電モード
タイマーが終了したことに応じて、節電モードに遷移す
ることとを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末から、節電モード構成の指示を含む節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させ
ることと、
　接続解除指示を受信することと、
　前記接続解除指示または節電モード構成条件が満たされたことに応じて、節電モードに
遷移することとと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー値を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー経過値および節電モードタイマー初期値を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ端末が省電力無線リソース制御接続に遷移したと判定することをさらに含む、請
求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＳＭＩは、シグナリング接続解除指示または電力設定指示を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　節電モードタイマーを開始することをさらに含み、
　前記節電モード構成条件は、前記節電モードタイマーが終了することを含む、請求項１
から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信することと、
　前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たすことに応じて、接続解
除指示を送信させることと、
を含む方法。
【請求項８】
　少なくとも１つのプロセッサと、
　コンピュータプログラムコードを含む少なくとも１つのメモリとを有する装置であって
、
　前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記プロセ
ッサと協働して、前記装置に少なくとも、
　ユーザ端末から、節電モード構成の指示を含む節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させ
、
　接続解除指示を受信させ、
　前記接続解除指示または節電モード構成条件が満たされたことに応じて、節電モードに
遷移させる、
ように構成される装置。
【請求項９】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー値を含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー経過値および節電モードタイマー初期値を
含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードはさらに、ユー
ザ端末が省電力無線リソース制御接続に遷移したと判定するように構成される、請求項８
から１０のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
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　前記ＰＳＭＩは、シグナリング接続解除指示または電力設定指示を含む、請求項８に記
載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードはさらに、
　節電モードタイマーを開始するように構成され、
　前記節電モード構成条件は、前記節電モードタイマーが終了することを含む、請求項８
から１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つのプロセッサと、
　コンピュータプログラムコードを含む少なくとも１つのメモリとを有する装置であって
、
　前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記プロセ
ッサと協働して、前記装置に少なくとも、
　ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信させ、
　前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たすことに応じて、接続解
除指示を送信させる、
ように構成される装置。
【請求項１５】
　コンピュータ実行可能プログラムコード部を記憶する少なくとも１つの非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体を有するコンピュータプログラムプロダクトであって、前記コンピュ
ータ実行可能プログラムコード部は、プログラムコード指示を含み、当該指示は、
　ユーザ端末から、節電モード構成の指示を含む節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させ
、
　接続解除指示を受信し、
　前記接続解除指示または節電モード構成条件が満たされたことに応じて、節電モードに
遷移する、
ように構成されるコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項１６】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー値を含む、請求項１５に記載のコンピュー
タプログラムプロダクト。
【請求項１７】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー経過値および節電モードタイマー初期値を
含む、請求項１５に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項１８】
　前記コンピュータ実行可能プログラムコード部はさらなるプログラムコード指示を含み
、当該指示は、
　ユーザ端末が省電力無線リソース制御接続に遷移したと判定するように構成される、請
求項１５から１７のいずれかに記載のコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項１９】
　前記ＰＳＭＩは、シグナリング接続解除指示または電力設定指示を含む、請求項１５に
記載のコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項２０】
　前記コンピュータ実行可能プログラムコード部はさらなるプログラムコード指示を含み
、当該指示は、
　節電モードタイマーを開始するように構成され、
　前記節電モード構成条件は、前記節電モードタイマーが終了することを含む、請求項１
５から１９のいずれかに記載のコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項２１】
　コンピュータ実行可能プログラムコード部を記憶する少なくとも１つの非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体を有するコンピュータプログラムプロダクトであって、前記コンピュ
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ータ実行可能プログラムコード部は、プログラムコード指示を含み、当該指示は、
　ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信し、
　前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たすことに応じて、接続解
除指示を送信させように構成される、
コンピュータプログラムプロダクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の例示的実施形態は、ユーザ端末電力モードに関し、より詳細には、ユーザ端末
節電モード構成をネットワークに示すことに関する。
【背景】
【０００２】
　マシンツーマシン（Machine-to-Machine：Ｍ２Ｍ）またはマシン型通信（Machine-Type
 Communications：ＭＴＣ）が普及し、スマートグリッド、ホームネットワーク、ヘルス
ケアネットワーク、車両ネットワーク環境で展開されている。ＭＴＣユーザ端末（User E
quipment：ＵＥ）はバッテリ寿命が限られている場合があり、さらにバッテリ交換が非常
に困難かつ高額となる場合すらある。ＭＴＣ　ＵＥによっては、ネットワークへの接続状
態が維持されることでバッテリ容量がデータのやり取りにより消費されてしまうにも関わ
らず、アクティブ接続状態にとどまってしまう。
【０００３】
　ＵＥは、ＣＥＬＬ／ＵＲＡ＿ＰＣＨ（Cell Paging Channel）またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣ
Ｈ（Cell Forwarding Channel）等、省電力化無線リソース制御接続が可能である。ただ
その場合でも、ＵＥの電力消費量は接続していない状態と比して圧倒的に多い。
【摘要】
【０００４】
　ユーザ端末節電モード構成をネットワークに示すための、例示的実施形態に係る方法、
装置およびコンピュータプログラムプロダクトが提供される。例示的実施形態において、
節電モード指示（power saving mode indication：ＰＳＭＩ）を送信させることを含む方
法が提供される。前記ＰＳＭＩは、節電モード構成の指示を含む。方法はさらに、接続解
除コマンド指示を受信することと、前記接続解除コマンド指示と、節電モード構成条件が
満たされたことに応じて、節電モードに遷移することも含む。
【０００５】
　例示的実施形態において、方法はさらに省電力化無線リソース制御接続に遷移したユー
ザ端末を判定することを含む。さらなる例示的実施形態においては、方法は節電モードタ
イマーを開始することを含む。前記節電モード構成条件が満たされることは、節電モード
タイマーが終了することを含む。
【０００６】
　この方法の例示的実施形態において、ＰＳＭＩは節電モードタイマー値をさらに含む。
この方法のいくつかの例示的実施形態では、ＰＳＭＩはさらに節電モードタイマー現在値
と節電モードタイマー初期値とを含む。この方法の例示的実施形態において、ＰＳＭＩは
シグナリング接続解除指示または電力設定指示となる。
【０００７】
　例示的実施形態において、ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信す
ることと、前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たすことに基づい
て、接続解除コマンド指示を送信させることとを含む方法が提供される。
【０００８】
　別の例示的実施形態では、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコ
ードを含む少なくとも１つのメモリとを有する装置が提供される。前記少なくとも１つの
メモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記プロセッサと協働して、前記装
置に節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させるように構成される。前記ＰＳＭＩは、節電
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モード構成の指示を含む。前記少なくとも１つのメモリおよび前記コンピュータプログラ
ムコードは、前記プロセッサと協働して、前記装置にさらに接続解除コマンド指示を受信
させ、前記接続解除コマンド指示と、節電モード構成条件が満たされたこととに応じて、
節電モードに遷移させるように構成される。
【０００９】
　例示的実施形態の少なくとも１つのメモリおよびコンピュータプログラムコードは、前
記プロセッサと協働して、前記装置に省電力化無線リソース制御接続に遷移したユーザ端
末を判定させるように構成される。例示的実施形態に係る少なくとも１つのメモリおよび
コンピュータプログラムコードはさらに、前記プロセッサと協働して、前記装置に節電モ
ードタイマーを開始させるように構成される。前記節電モード構成条件が満たされること
は、節電モードタイマーが終了することを含む。
【００１０】
　前記装置の例示的実施形態において、前記ＰＳＭＩはさらに節電モードタイマー値を含
む。前記装置のいくつかの例示的実施形態では、前記ＰＳＭＩはさらに節電モードタイマ
ー現在値と節電モードタイマー初期値とを含む。
【００１１】
　前記装置の例示的実施形態において、前記ＰＳＭＩはシグナリング接続解除指示または
電力設定指示である。
【００１２】
　別の例示的実施形態では、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコ
ードを含む少なくとも１つのメモリとを有する装置が提供される。前記少なくとも１つの
メモリおよび前記コンピュータプログラムコードは、前記プロセッサと協働して、前記装
置に少なくとも、ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信させ、前記ユ
ーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たしたことに応じて、接続解除コマ
ンド指示を送信させるように構成される。
【００１３】
　さらに別の実施形態では、コンピュータ実行可能プログラムコード部を記憶する少なく
とも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体を有するコンピュータプログラムプロダク
トが提供される。前記コンピュータ実行可能プログラムコード部は、節電モード指示（Ｐ
ＳＭＩ）を送信させるように構成されたプログラムコード指示を含む。前記ＰＳＭＩは、
節電モード構成の指示を含む。前記コンピュータ実行可能プログラムコード部は、さらに
接続解除コマンド指示を受信し、接続解除コマンド指示と節電モード構成条件を満たした
ことに応じて節電モードに遷移するように構成されたプログラムコード指示を含む。
【００１４】
　例示的実施形態に係るプログラムコード指示を含むコンピュータ実行可能プログラムコ
ード部は、さらにユーザ端末が省電力化無線リソース制御接続に遷移したかを判定するよ
うに構成される。例示的実施形態に係るプログラムコード指示を含むコンピュータ実行可
能プログラムコード部は、さらに節電モードタイマーを開始するように構成される。前記
節電モード構成条件が満たされることは、節電モードタイマーが終了することを含む。
【００１５】
　前記コンピュータプログラムプロダクトの例示的実施形態において、前記ＰＳＭＩはさ
らに節電モードタイマー値を含む。前記コンピュータプログラムプロダクトのいくつかの
例示的実施形態では、前記ＰＳＭＩは節電モードタイマー現在値および節電モードタイマ
ー初期値を含む。
【００１６】
　前記コンピュータプログラムプロダクトの例示的実施形態において、前記ＰＳＭＩはシ
グナリング接続解除指示または電力設定指示である。
【００１７】
　例示的実施形態において、コンピュータ実行可能プログラムコード部を記憶する少なく
とも１つの非一時的コンピュータ可読記憶媒体を有するコンピュータプログラムプロダク
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トが提供される。前記コンピュータ実行可能プログラムコード部は、ユーザ端末の節電モ
ード構成を含む節電モード指示を受信し、前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード
構成条件を満たしたことに応じて、接続解除コマンド指示を送信させるように構成された
プログラムコード指示を含む。
【００１８】
　さらに別の例示的実施形態では、節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させる手段を含む
装置が提供される。前記ＰＳＭＩは、節電モード構成の指示を含む。前記装置はさらに、
接続解除コマンド指示を受信する手段と、前記接続解除コマンド指示と、節電モード構成
条件を満たすこととに応じて、節電モードに遷移する手段とを有する。
【００１９】
　さらに別の例示的実施形態では、ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を
受信する手段と、前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たしたこと
に応じて、接続解除コマンド指示を送信させる手段とを有する装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　概略的に上述した本発明の例示的実施形態について、以下の必ずしも実寸に描かれてい
ない添付の図面を参照する。
【００２１】
【図１】図１は、本発明の例示的実施形態に係る通信を示す図である。
【００２２】
【図２】図２は、本発明の例示的実施形態に係る、ネットワークにユーザ端末節電モード
構成を示すよう具体的に構成され得る装置を示すブロック図である。
【００２３】
【図３】図３は、本発明の例示的実施形態に係る、図２に示す装置等により実行される操
作を示すフローチャートである。
【図４】図４は、本発明の例示的実施形態に係る、図２に示す装置等により実行される操
作を示すフローチャートである。
【詳細説明】
【００２４】
　本発明の実施形態の全てではなく一部を示す添付の図を参照しながら、本発明のいくつ
かの実施形態を以下により詳細に説明する。本発明の様々な実施形態は、異なる様々な形
態で実現できるため、本明細書に記載の実施形態に限定されるものと解されるべきではな
い。むしろそれら実施形態は本開示が該当する法的要件を満たすよう提供されるものであ
る。全体として、同様の要素は同様の参照符号で示される。本明細書において、「データ
」、「コンテンツ」、「情報」、およびそれに類する用語は、本発明の実施形態において
送信受信や、記憶可能なデータを示すよう互換的に使用可能である。したがって、それら
用語の使用が本発明の実施形態の要旨、範囲を限定するものと解されるべきではない。
【００２５】
　さらに、「回路」という用語は、（ａ）ハードウェアのみによって実現される回路（例
えば、アナログ回路や、デジタル回路の実現）、（ｂ）回路と、協働して装置に本明細書
に記載の１つ以上の動作を実行させる１つ以上のコンピュータ可読メモリに記憶されたソ
フトウェアおよび／またはファームウェア指示を含むコンピュータプログラムプロダクト
（複数可）との組合せ、（ｃ）物理的なソフトウェアまたはファームウェアが存在しなく
とも、操作にソフトウェアまたはファームウェアを要するマイクロプロセッサ（複数可）
またはマイクロプロセッサマイクロプロセッサ（複数可）の一部のような回路を指す。こ
の「回路」の定義は、全クレームを含む、本明細書においてこの用語が使用される文脈す
べてに当てはまる。本明細書におけるさらなる使用例として、「回路」という用語は１つ
以上のプロセッサや、その一部とそのソフトウェアおよび／またはファームウェアによる
実現を含む。別の例としては、「回路」という用語はさらに、例えば携帯電話用のベース
バンド集積回路またはアプリケーションプロセッサ集積回路、あるいはサーバ、携帯電話
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ネットワーク装置、その他のネットワーク装置やその他のコンピューティング装置用の同
様の集積回路も含む。
【００２６】
　本明細書に定義される「コンピュータ可読記憶媒体」は非一時的物理的記憶媒体（例え
ば揮発性または不揮発性メモリ装置）を指し、電磁信号を指す「コンピュータ可読伝送媒
体」とは区別できる。
【００２７】
　ネットワークにユーザ端末節電モード構成を示す例示的実施形態に係る方法、装置およ
びコンピュータプログラムプロダクトが提供される。図１は、ユーザ端末（ＵＥ）１０２
とのマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）またはマシン型通信（ＭＴＣ）を支援する無線アクセス
ネットワーク（Radio Access Network：ＲＡＮ）１０４を含む通信を示す図である。ＲＡ
Ｎはコアネットワーク１０６とデータ通信できる。ＵＥ１０２はモバイルコンピュータ端
末、固定コンピュータ装置、監視装置、アクチュエータ装置であってもよい。モバイルコ
ンピュータ端末の例としては、ノートパソコン、タブレットコンピュータ、スマートフォ
ン、ウェアラブルコンピュータ装置、携帯型情報端末（Personal Data Assistant：ＰＤ
Ａ）等が挙げられる。固定コンピュータ装置の例としては、パーソナルコンピュータ、キ
オスク等が挙げられる。監視装置の例としては、センサが挙げられる。アクチュエータ装
置の例としては、スイッチやサーボが挙げられる。ＲＡＮ１０４は、ＬＴＥ（Long-Term 
Evolution）、３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）対応、またはその他セ
ルラーまたは無線ネットワークであってもよい。コアネットワーク１０６は、ＭＭＥ（Mo
bility Management Entity）またはＳＧＳＮ（Service General Packet Radio Service S
upport Node）であってもよい。
【００２８】
　例示的実施形態のＵＥ１０２は、節電モード（ＰＳＭ）を持つ構成であってもよい。Ｐ
ＳＭでは、所定の非活動期間後にアクセス層（Access Stratum：ＡＳ）機能が停止または
制限される。ＰＳＭタイマーをやり取りする非アクセス層（Non-Access Stratum：ＮＡＳ
）シグナリングを使用して、ＰＳＭに遷移するタイミングを判定してもよい。ＵＥ１０２
は、可動性に関連した測定や再選択を含むすべてのアクセス層レベルの機能を停止するこ
とでＰＳＭに遷移してもよい。ＰＳＭでは、例えばＵＥがページングチャネルに無反応と
なるため、ＲＡＮ１０４からアクセス不能となり得る。ただし、ネットワークに送るべき
データがあれば、ＵＥ１０２はＲＡＮ１０４との接続の確立をいつでも開始してもよい。
接続状態の成立や、例えばＰＳＭ遅延期間のようなＰＳＭタイマーの終了のように、ＰＳ
Ｍ構成条件が満たされたことに応じて、ＵＥ１０２はＰＳＭに遷移してもよい。ＰＳＭ構
成はさらに、ＰＳＭがＰＳＭ遷移のためのＰＳＭタイマーを開始することや、ＰＳＭＩ指
示がＲＡＮ１０４に送信される条件のような条件を含んでもよい。
【００２９】
　ＲＡＮ１０４とのアクティブデータ通信中、ＵＥ１０２は専用チャネル（ＣＥＬＬ＿Ｄ
ＣＨ）で動作してもよい。ＲＡＮ１０４とのアクティブデータ通信が完了すると、ＵＥ１
０２はＣＥＬＬ／ＵＲＡ＿ＰＣＨ（Cell Paging Channel）またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ（C
ell Forwarding Channel）のような省電力化無線リソース制御（Radio Resource Control
：ＲＲＣ）接続に遷移してもよい。ＵＥ１０２は、省電力化ＲＲＣ接続への遷移に応じて
ＰＳＭタイマーを開始してもよい。ＰＳＭタイマーは例えば１０秒のような所定の時間値
となるまで、または例えば１０秒から０秒へのカウントダウンのようにタイマーが時間切
れとなるまでカウントするように構成されてもよい。ＰＳＭタイマー初期値は、１、５、
１０、３０または６０秒、あるいはその他の時間値であってもよい。
【００３０】
　例示的実施形態において、ＵＥ１０２はＲＡＮ１０４に対してＰＳＭ指示（ＰＳＭＩ）
を送信させてもよい。ＰＳＭＩは、ＲＡＮが例えばＵＴＲＡＮ（Universal Terrestrial 
Radio Access）のように３ＧＰＰ対応であれば信号接続解除指示であってもよく、ＲＡＮ
が例えばＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-UTRAN）のようにＬＴＥ対応であれば電力設定指示で
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あってもよく、あるいはその他のメッセージであってもよい。ＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成、
ＰＳＭタイマー動作指示、ＰＳＭタイマー初期値、ＰＳＭタイマー現在値、ＰＳＭ遷移指
示、ＰＳＭ解除指示、ＰＳＭ要求等の内の１つ以上のものを含んでもよい。
【００３１】
　例示的実施形態において、ＵＥ１０２は、省電力化ＲＲＣ接続への遷移、ＰＳＭタイマ
ー開始または終了等のＰＳＭ構成条件をＵＥ１０２が少なくとも部分的に満たしたことに
応じてＰＳＭＩを送信させてもよい。ＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成や、例えばＰＳＭタイマー
の時間切れのようなＰＳＭタイマーの終了、ＵＥが省電力化ＲＲＣ接続に遷移した等の接
続状態等を示してもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥ１０２は、ＰＳＭタイマーの開
始に合わせてＰＳＭＩを送信させてもよい。このＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成およびＰＳＭタ
イマー初期値を含んでもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥ１０２は、ＳＣＲＩ送信前
にＰＳＭタイマーを開始してもよく、ＰＳＭタイマー終了前のＰＳＭＩとしてＰＳＭ構成
およびＰＳＭタイマー現在値および／または初期値を含んでもよい。
【００３２】
　さらに／あるいは、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続の確立中、ＲＲＣ接続中、または
ＲＲＣ解除段階において、ＰＳＭＩがＲＡＮ１０４に送信されてもよい。
【００３３】
　例示的実施形態において、コアネットワーク１０６はＰＳＭＩをＲＡＮ１０４に送信し
てもよい。コアネットワーク１０６により送信されたＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成や、ＵＥ１
０２に対するＰＳＭタイマー情報を含んでもよい。ＰＳＭタイマーは、コアネットワーク
１０６およびＵＥ１０２の間の非アクセス層上に構成されてもよい。ＰＳＭＩはさらに、
ＰＳＭＩタイマー開始、ＰＳＭタイマー現在値、ＰＳＭタイマー終了等を示す指示を含ん
でもよい。
【００３４】
　ＲＡＮ１０４は、ＰＳＭ条件に基づいて接続解除コマンド指示を送信させてもよい。省
電力化ＲＣＣ接続への遷移やＰＳＭタイマー開始または終了等の１つ以上のＰＳＭ構成条
件が満たされたことで、ＵＥ１０２のＰＳＭ構成によりＰＳＭＩの送信が指示されたこと
に合わせてＰＳＭＩを受信したことで、ＲＡＮ１０４はＵＥ１０２がＰＳＭ構成条件を少
なくとも部分的に満たしたと判定してもよい。さらに／あるいは、ＲＡＮ１０４は１つ以
上のＰＳＭ構成条件が満たされたと判定したことに基づき、解除接続指示を送信させても
よい。例えば、ＲＲＣ接続中またはＲＲＣ接続の確立中にＰＳＭＩを受信すると、ＲＡＮ
１０４はＵＥ１０２が省電力化ＲＲＣ接続に遷移するなどしてＰＳＭ構成条件が満たされ
たと判定し、解除接続指示を送信してもよい。
【００３５】
　接続解除コマンド指示は、ＵＥ１０２がアイドルモードまたはＰＳＭに遷移したことを
示してもよい。解除接続指示を受信すると、ＰＳＭタイマーが終了することや、接続解除
コマンド指示がＵＥ１０２のＰＳＭへの遷移を示し、それがＰＳＭ構成条件を満たすので
あれば、ＵＥ１０２は即座にＰＳＭに遷移してもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥ１
０２はＰＳＭタイマーが終了していない、例えばタイマーのカウントが終了していなけれ
ば、ＰＳＭへの遷移を待機してもよい。さらに別の例示的実施形態では、ＵＥ１０２のＰ
ＳＭ構成は、アイドルモード遷移指示のような接続解除コマンド指示に基づいて、ＰＳＭ
タイマーを再開してもよい。アイドルモードでＰＳＭタイマーが終了してＰＳＭ構成条件
が満たされた後、ＵＥはＰＳＭに遷移してもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥはその
他のＰＳＭ構成条件に基づいてＰＳＭへの遷移を待機してもよい。
装置例
【００３６】
　ＵＥ１０２またはＲＡＮ１０４は、図２に示す装置２００を含むか、その他方法で対応
付けられてもよい。図２に示すような装置は、ネットワークにユーザ端末節電モード構成
を示すよう、本発明の例示的実施形態において具体的に構成されている。この装置は、プ
ロセッサ２０２、メモリ装置２０４、通信インタフェース２０６、およびユーザインタフ
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ェース２０８を含むか、その他方法でそれらと通信してもよい。いくつかの実施形態では
、プロセッサ（やコプロセッサまたはプロセッサを補助する、またはその他態様で対応付
けられたその他任意の処理回路）は、装置の構成要素間で情報をやり取りするためのバス
を介して、メモリ装置と通信してもよい。メモリ装置は、非一時的メモリであってもよく
、例えば１つ以上の揮発性および／または不揮発性メモリを含んでもよい。すなわち、例
えばメモリ装置は機械（例えばプロセッサのような演算装置）により検索可能なデータ（
例えばビット）を記憶するように構成されたゲートを含む電子記憶装置（例えばコンピュ
ータ可読記憶媒体）であってもよい。メモリ装置は、装置を本発明の例示的実施形態に係
る各種機能を実行可能にするための情報、データ、コンテンツ、アプリケーション、指示
等を記憶するように構成されてもよい。例えば、メモリ装置はプロセッサによる処理のた
めの入力データをバッファするように構成されてもよい。さらに／あるいは、メモリ装置
はプロセッサによる実行のための指示を記憶してもよい。
【００３７】
　上述のように、装置２００はＵＥ１０２またはＲＡＮ１０４によって実現されてもよい
。ただし、いくつかの実施形態では、この装置はチップまたはチップ群によって実現され
てもよい。すなわち、この装置は、材料、構成要素や、構造組立品（例えば基板）の配線
を含む１つ以上の物理的パッケージ（例えばチップ）を含んでもよい。構造組立品により
、物理的強度、サイズ維持やその上の回路要素間の電気的作用の制限が可能となる。した
がって、装置は本発明の実施形態を単一のチップ上にまたは単一の「チップ上システム」
として実現するものでもあり得る。このように、チップまたはチップ群は、本明細書に記
載の機能を提供するための１つ以上の操作を実行するための手段を含む場合がある。
【００３８】
　プロセッサ２０２は、多様な形態で実現され得る。例えば、プロセッサはコプロセッサ
、マイクロプロセッサ、コントローラ、デジタル信号プロセッサ（Digital Signal Proce
ssor：ＤＳＰ）、ＤＳＰ有りまたは無しの処理要素、または例えば、特定用途向け集積回
路（Application Specific Integrated Circuit：ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブ
ルゲートアレイ（Field Programmable Gate Array：ＦＰＧＡ）、マイクロコントローラ
ユニット（MicroController Unit：ＭＣＵ）、ハードウェアアクセレレータ、特殊用途コ
ンピュータチップ等の集積回路を含むその他様々な処理回路によって実現されてもよい。
このように、いくつかの実施形態では、プロセッサはそれぞれ独立して動作する１つ以上
の処理コアを含んでもよい。マルチコアプロセッサは、単一の物理的パッケージ内で、マ
ルチプロセッシングを可能とし得る。さらに／あるいは、プロセッサはそれぞれ独立した
指示の実行、パイプライン方式、マルチスレディングを可能とするようバスを介して並列
に構成された１つ以上のプロセッサを含んでもよい。
【００３９】
　例示的実施形態において、プロセッサ２０２はメモリ装置２０４に記憶されるか、その
他方法でアクセス可能な指示を実行するように構成されてもよい。さらに／あるいは、プ
ロセッサはハードコードされた機能を実行するように構成されてもよい。このように、ハ
ードウェア、ソフトウェアまたはその組合せのいずれで構成されていようと、プロセッサ
は適宜構成されて、本発明の実施形態に係る操作を実行可能なエンティティ（例えば回路
に物理的に実現される）を表すものであってもよい。したがって、例えば、プロセッサが
ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等として実現された場合、本明細書に記載の操作を実行するよう具体
的に構成されたハードウェアであってもよい。あるいは、別の例としては、プロセッサが
ソフトウェア指示を実行するものとして実現された場合、指示は実行されると本明細書に
記載のアルゴリズムおよび／または操作をプロセッサに実行させるよう具体的に構成され
てもよい。ただし、場合によっては、プロセッサは本明細書に記載のアルゴリズムおよび
／または操作実行のための指示により、プロセッサのさらなる構成で本発明の実施形態を
利用するように構成された特定の装置（例えば、モバイル端末または固定コンピュータ装
置）のプロセッサであってもよい。特に、プロセッサは、その操作を補助するクロック、
算術論理演算装置（Arithmetic Logic Unit：ＡＬＵ）、論理ゲートを含んでもよい。
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【００４０】
　例示的実施形態の装置２００はさらに、１つ以上のユーザ端末１１０、ユーティリティ
装置等との通信を支援するよう、装置と通信する通信装置に対してデータを送受信するよ
うに構成されたハードウェアまたはハードウェアおよびソフトウェアの組合せによって実
現される装置または回路のような任意の手段であり得る通信インタフェース２０６を含ん
でもよい。ここで、例えば通信インタフェースは、無線通信ネットワークによる通信を可
能とするアンテナ（複数可）、補助ハードウェアおよび／またはソフトウェアを含んでも
よい。さらに／あるいは、通信インタフェースはアンテナ（複数可）を介した信号の送信
や、アンテナ（複数可）を介して受信した信号の受信処理のためにアンテナ（複数可）と
作用し合う回路を含んでもよい。さらに／あるいは環境によって、通信インタフェースは
有線通信に対応してもよい。このため、例えば、通信インタフェースはケーブル、デジタ
ル加入者回線（Digital Subscriber Line：ＤＳＬ）、ユニバーサルシリアルバス（Unive
rsal Serial Bus：ＵＳＢ）またはその他機構を介した通信を補助する通信モデムやその
他のハードウェアやソフトウェアを含んでもよい。
【００４１】
　装置２００はさらに、ユーザに対して出力を行ったり、いくつかの実施形態では、ユー
ザ入力による指示を受け付けるようプロセッサ２０２と通信し得るユーザインタフェース
２０８を含んだりしてもよい。このため、ユーザインタフェースはディスプレイを含んで
もよく、いくつかの実施形態ではさらにキーボード、マウス、ジョイスティック、タッチ
スクリーン、タッチエリア、ソフトキー、１つ以上のマイク、複数のスピーカまたはその
他入出力機構を含んでもよい。一実施形態では、プロセッサはディスプレイや、いくつか
の実施形態では複数のスピーカ、リンガー、１つ以上のマイク等の１つ以上のユーザイン
タフェース要素の少なくともいくつかの機能を制御するように構成されたユーザインタフ
ェース回路を含んでもよい。プロセッサおよび／またはプロセッサを含むユーザインタフ
ェース回路は、アクセス可能なメモリ（例えば、メモリ装置２０４等）に記憶されたコン
ピュータプログラム指示（例えば、ソフトウェアおよび／またはファームウェア）を介し
て、１つ以上のユーザインタフェース要素の１つ以上の機能を制御するように構成されて
もよい。
節電モード指示の送信処理例
【００４２】
　次に、図３を参照にして、図２に示すような装置２００等に実行される、ネットワーク
にユーザ端末節電モード構成の指示を提供するための操作を説明する。装置２００は、図
３のブロック３０２に示すとおり、装置２００が省電力化無線リソース制御接続に遷移し
たことを判定するように構成された、プロセッサ２０２、通信インタフェース２０６等の
手段を有してもよい。データ通信中、通信インタフェース２０６はＲＡＮ１０４との専用
チャネル（ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ）で動作してもよい。ＲＡＮ１０４とのアクティブ通信が終
了すると、通信インタフェース２０６はＣＥＬＬ／ＵＲＡ＿ＰＣＨ（Cell Paging Channe
l）またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ（Cell Forwarding Channel）のような省電力化無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）接続に遷移してもよい。プロセッサ２０２は、通信インタフェース２０
６とＲＡＮ１０４との間でＲＲＣ接続状態が変化するたびに、通信インタフェース２０６
からＲＲＣ接続状態指示を受信してもよい。
【００４３】
　装置２００は、図３のブロック３０４に示すとおり、ＰＳＭタイマーを開始するように
構成される、プロセッサ２０２等の手段を含んでもよい。プロセッサ２０２は、省電力化
無線リソース制御接続への遷移に応じてＰＳＭタイマーを開始してもよい。ＰＳＭタイマ
ーは、例えば１０秒のような所定の時間値に達するまで、または例えば１０秒から０秒へ
のカウントダウンのようにタイマーが時間切れとなるまでカウントするように構成されて
もよい。ＰＳＭタイマー初期値は、１、５、１０、３０、６０秒、またはその他時間値で
あってもよい。
【００４４】
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　装置２００は、図３のブロック３０６に示すとおり、ＰＳＭ指示（ＰＳＭＩ）を送信さ
せるように構成されたプロセッサ２０２、通信インタフェース２０６等の手段を有しても
よい。プロセッサ２０２は、通信インタフェース２０６に、ＲＡＮ１０４へＰＳＭＩを送
信させてもよい。例えばＰＳＭＩは、ＲＡＮが例えばＵＴＲＡＮのように３ＧＰＰ対応で
あれば信号接続解除指示であってもよく、ＲＡＮが例えばＥ－ＵＴＲＡＮ（Evolved-UTRA
N）のようにＬＴＥ対応であれば電力設定指示であってもよく、あるいはその他のメッセ
ージであってもよい。ＰＳＭＩは、ＰＳＭタイマー動作指示、ＰＳＭタイマー初期値、Ｐ
ＳＭタイマー現在値、ＰＳＭ遷移指示、ＰＳＭ解除指示、ＰＳＭ要求等のＰＳＭ構成の内
の１つ以上のものを含んでもよい。
【００４５】
　例示的実施形態において、プロセッサ２０２は、ＰＳＭタイマーが所定の時間値を満た
すことに応じて、ＰＳＭＩを送信させてもよい。このＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成や、ＰＳＭ
タイマーが終了したこと、例えばＰＳＭタイマーが時間切れとなったことを示してもよい
。別の例示的実施形態では、プロセッサ２０２はＰＳＭタイマーの開始に合わせてＰＳＭ
Ｉを送信させてもよい。このＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成とＰＳＭタイマー初期値とを含んで
もよい。別の例示的実施形態では、プロセッサはＳＣＲＩ送信前にＰＳＭタイマーを開始
してもよく、ＰＳＭタイマー終了前でも、ＰＳＭＩがＰＳＭ構成、ＰＳＭタイマー現在値
および／または初期値を含んでもよい。
【００４６】
　さらに／あるいは、ＲＲＣ接続の確立中、ＲＲＣ接続中、ＲＲＣ解除段階等において、
ＰＳＭＩがＲＡＮ１０４に送信されてもよい。
【００４７】
　例示的実施形態において、コアネットワーク１０６はＰＳＭＩをＲＡＮ１０４に送信し
てもよい。コアネットワーク１０６により送信されるＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成および／ま
たはＵＥ１０２用のＰＳＭタイマー情報を含んでもよい。ＰＳＭタイマーはコアネットワ
ーク１０６とＵＥ１０２との間のＮＡＳ層に構成されてもよい。ＰＳＭＩは、ＰＳＭＩタ
イマー開始、ＰＳＭタイマー現在値、ＰＳＭタイマー終了等を示す指示を含んでもよい。
【００４８】
　装置２００は、図３のブロック３０８に示すとおり、接続解除コマンド指示を受信する
ように構成された、プロセッサ２０２、通信インタフェース２０６等の手段を有してもよ
い。プロセッサ２０２は、通信インタフェース２０６から接続解除コマンド指示を受信し
、さらに通信インタフェース２０６がＲＡＮ１０４から接続解除コマンド指示を受信して
もよい。接続解除は、装置２００がアイドルモードまたはＰＳＭに遷移することを示して
もよい。接続解除コマンド指示は、装置２００が省電力化ＲＲＣ接続への遷移、ＰＳＭタ
イマーの開始または終了等の、ＰＳＭ構成条件を少なくとも部分的に満たしたことに応じ
て受信されてもよい。
【００４９】
　装置２００は、図３のブロック３１０に示すとおり、ＰＳＭ構成条件を満たすことでＰ
ＳＭに遷移するように構成された、プロセッサ２０２等の手段を含んでもよい。解除接続
指示を受信すると、プロセッサ２０２は、ＰＳＭタイマーが終了することや、接続解除コ
マンド指示が装置のＰＳＭへの遷移を示し、それがＰＳＭ構成条件をみたすのであれば、
装置２００を即座にＰＳＭに遷移させてもよい。別の例示的実施形態では、プロセッサ２
０２はＰＳＭタイマーが終了していない、例えばタイマーのカウントが終了していなけれ
ば、ＰＳＭへの遷移を待機してもよい。さらに別の例示的実施形態では、アイドルモード
への遷移したこと等を示す接続解除コマンド指示に基づいて、ＰＳＭ構成によりプロセッ
サ２０２がＰＳＭタイマーを再開するものであってもよい。プロセッサ２０２は、アイド
ルモードでＰＳＭタイマーが終了するというＰＳＭ構成条件を満たした後、ＰＳＭに遷移
してもよい。別の例示的実施形態では、プロセッサ２０２はその他のＰＳＭ構成条件に基
づいて、ＰＳＭへの遷移を待機してもよい。
節電モード指示に応じて接続解除コマンド指示を送信する処理の例
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【００５０】
　図４に、ユーザ端末節電モード構成の指示をネットワークに提供するための、図２に示
す装置２００等により実行される操作を示す。装置２００は、図４のブロック４０２に示
すとおり、節電モード指示（ＰＳＭＩ）を受信するように構成された、プロセッサ２０２
、通信インタフェース２０６等の手段を有してもよい。プロセッサ２０２は、通信インタ
フェース２０６からＰＳＭＩを受信し、さらに通信インタフェース２０６がＵＥ１０２か
らＰＳＭＩを受信してもよい。ＰＳＭＩは、ＲＡＮが例えばＵＴＲＡＮのように３ＧＰＰ
対応であれば信号接続解除指示に含まれてもよく、ＲＡＮがＥ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖ
ｅｄ－ＵＴＲＡＮ）のようなＬＴＥ対応であれば電力設定指示に含まれてもよく、あるい
はその他のメッセージに含まれてもよい。ＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成、ＰＳＭタイマーカウ
ント中であること、ＰＳＭタイマー初期値、ＰＳＭ現在値、ＰＳＭ遷移指示、ＰＳＭ解除
指示、ＰＳＭ要求等の１つ以上を含んでもよい。
【００５１】
　例示的実施形態において、ＵＥ１０２のＰＳＭタイマーが所定の時間値を満たすことに
応じて、プロセッサ２０２がＰＳＭＩを受信してもよい。このＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成と
、ＰＳＭタイマーが終了したこと、例えばＰＳＭタイマーが時間切れとなったことを示し
てもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥ１０２がＰＳＭタイマーを開始したことに合わ
せてプロセッサ２０２がＰＳＭＩを受信してもよい。このＰＳＭＩは、ＰＳＭ構成と、Ｐ
ＳＭタイマー初期値とを含んでもよい。別の例示的実施形態では、ＵＥ１０２はＳＣＲＩ
送信前にＰＳＭタイマーを開始してもよいが、ＰＳＭタイマー終了前でも、ＰＳＭＩはＰ
ＳＭ構成、ＰＳＭタイマー現在値および／または初期値を含んでもよい。
【００５２】
　さらに／あるいは、ＲＲＣ接続の確立中、ＲＲＣ接続中、ＲＲＣ解除段階等において、
ＰＳＭＩが装置２００に受信されてもよい。
【００５３】
　図４のブロック４０４に示すとおり、装置２００はＰＳＭ構成に基づいて接続解除コマ
ンド指示の送信を可能とするように構成されるプロセッサ２０２、通信インタフェース２
０６等の手段を有してもよい。プロセッサ２０２は通信インタフェースに、ＰＳＭ構成条
件を少なくとも部分的に満たすＵＥ１０２に基づく接続解除コマンド指示を送信させても
よい。接続解除コマンド指示は、ＵＥ１０２がアイドルモード又ＰＳＭに遷移することを
示してもよい。ＰＳＭＩは、装置２００が省電力化ＲＲＣ接続に遷移する、ＰＳＭタイマ
ー開始または終了等、ＰＳＭ構成条件を少なくとも部分的に満たしたことに応じて、操作
４０２により受信されてもよい。ＵＥ１０２のＰＳＭ構成が、１つ以上のＰＳＭ構成条件
を満たしたことにより、ＰＳＭＩ送信を指示したことに応じて、ＰＳＭＩを受信したこと
により、プロセッサ２０２はＵＥ１０２がＰＳＭ構成条件を少なくとも部分的に満たした
と判定してもよい。さらに／あるいは、プロセッサ２０２はＰＳＭ構成条件が１つ以上満
たされたと判定したことに基づいて、解除接続指示を送信させてもよい。ＲＲＣ接続中ま
たはＲＲＣ接続の確立中に装置がＰＳＭＩを受信すると、プロセッサ２０２は、ＵＥ１０
２との省電力化ＲＲＣ接続への遷移等のＰＳＭ構成条件が満たされたと判定し、解除接続
指示を送信してもよい。
【００５４】
　ＰＳＭ構成をＲＡＮ１０４に示すＵＥ１０２は、ＵＥとのデータ接続が維持される従来
の省電力化ＲＲＣ接続と比較してより省バッテリ電力消費となるＰＳＭに遷移可能である
。省バッテリ電力消費により、ライフタイムバッテリが実現可能となり得る。すなわち、
例えばＵＥの製品寿命の間中、交換、充電を必要とせず、搭載、使用可能な電池が実現可
能となり得る。さらに、ＲＡＮ１０４をＰＳＭ構成にアクセス可能とすることで、ネット
ワーク制御、ＵＥ１０２のモードや挙動についての知識を向上できる。
【００５５】
　上述のように、図３および図４は、本発明の例示的実施形態に係る装置２００、方法、
およびコンピュータプログラムプロダクトのフローチャートを示す。フローチャートの各
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る、ハードウェア、ファームウェア、プロセッサ、回路、その他の通信装置のような、様
々な手段で実現されてもよいことが理解されよう。例えば、コンピュータプログラム指示
により、上述の処理が１つ以上実現されてもよい。そのため、上述の処理を実現するコン
ピュータプログラム指示は、本発明の実施形態を利用した装置のメモリ装置２０４に記憶
され、当該装置のプロセッサ２０２により実行されてもよい。そのようなあらゆるコンピ
ュータプログラム指示は、マシン製造用コンピュータまたはその他のプログラム可能装置
（例えば、ハードウェア）に読み出されて、それによりコンピュータまたはその他のプロ
グラム可能装置がフローチャートブロックで指定された機能を実現するものとしてもよい
。そのようなコンピュータプログラム指示は、コンピュータまたはその他のプログラム可
能装置にある形式の機能を果たすように指示するコンピュータ可読メモリに記憶されて、
コンピュータ可読メモリに記憶された指示によって、実施されることによりフローチャー
トブロックに規定された機能を実現する製造物を生成するようにしてもよい。コンピュー
タプログラム指示は、コンピュータまたはその他のプログラム可能装置に読み出されて、
一連の操作をコンピュータまたはその他のプログラム可能装置で実施し、コンピュータ実
現プロセスを生成して、コンピュータまたはその他のプログラム可能装置で実施した指示
がフローチャートブロックに規定された機能を実施するための操作を行わせるようにして
もよい。
【００５６】
　これにより、フローチャートの各ブロックは、規定の機能を実施する手段の組合せおよ
び規定の機能を実施するための操作の組合せをサポートする。また、フローチャートの１
つ以上のブロックおよびフローチャート中のブロックの組合せは、規定の機能または専用
ハードウェアおよびコンピュータ指示の組合せを実施する専用ハードウェアベースのコン
ピュータシステムによって実施することができることも理解されよう。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、上述の操作のいくつかを変形またはさらに増強してもよい。
さらに、いくつかの実施形態では、例えば図３のブロック３０２および３０４に点線で示
した箇所のように追加の任意操作を含んでもよい。上述の操作の変形、追加、または増強
は、任意の順序または任意の組合せで実施してもよい。
【００５８】
　本明細書に記載した本発明の多くの変形例およびその他の実施形態は、上述の説明およ
び添付の図面に示された教示を基にすれば、本発明の技術分野に関する当業者にとっては
明らかであろう。したがって、本発明は開示された特定の実施形態に限定されるものでは
なく、変形例およびその他の実施形態は特許請求の範囲に含まれることを意図されている
ことが理解されよう。さらに、上述の説明および添付の図面は例示的実施形態を構成要素
および／または機能のある例示的組合せで説明しているが、構成要素および／または機能
の別の組合せも特許請求の範囲から逸脱することなく、別の実施形態によって実施可能で
あることも明らかであろう。この点において、例えば、本明細書に明示されたものとは異
なる構成要素および／または機能の組合せも、添付の請求項のいくつかに規定され得る。
本明細書では特定の用語が使用されているが、これらは通常の説明的な意味においてのみ
用いられており、限定する目的ではない。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月14日(2016.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末から、節電モード構成の指示を含む節電モード指示（ＰＳＭＩ）を送信させ
ることと、
　接続解除指示を受信することと、
　前記接続解除指示または節電モード構成条件が満たされたことに応じて、節電モードに
遷移することとと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー値を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＳＭＩはさらに、節電モードタイマー経過値および節電モードタイマー初期値を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザ端末が省電力無線リソース制御接続に遷移したと判定することをさらに含む、請
求項１から３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＳＭＩは、シグナリング接続解除指示または電力設定指示を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　節電モードタイマーを開始することをさらに含み、
　前記節電モード構成条件は、前記節電モードタイマーが終了することを含む、請求項１
から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ端末の節電モード構成を含む節電モード指示を受信することと、
　前記ユーザ端末が少なくとも１つの節電モード構成条件を満たすことに応じて、接続解
除指示を送信させることと、
を含む方法。
【請求項８】
　処理手段及び記憶手段を備える装置であって、前記記憶手段はプログラム命令を格納し
、前記プログラム命令は、前記処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から７の
いずれかに記載の方法を遂行させるように構成される、装置。
【請求項９】
　装置の処理手段に実行されると、前記装置に、請求項１から７のいずれかに記載の方法
を遂行させるように構成されるプログラム命令を備える、コンピュータプログラム。
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